































 SEIQoL は、Hammond’s Judgment theory を基に一次
元的な QOL index score を算出する方法である。SEIQoL
－DW は個人の 5 つの重要な Cue(生活領域)を VAS で測
定し、ディスクを用いて重み付けする。そのレベルと重み
を掛け合わせて積をもとめ総計したもの(0~100)が
SEIQoL index score となる。 
①調査方法；SEIQoL－DW を用いた半構成面接 
 ②分析方法；記述統計（基本属性、SEIQoL index score
の算出及び変化の検討） 




の使用が可能で、研究参加に同意が得られた 2 名。 
 
【結果】対象は 80 歳台の女性 2 名で、属性を表 1 に示す。 
事例 A の面会後の現在から過去を評価する面会前の回
想では面会前より 16.4 上昇する Response shift 現象を示 
表 1．研究対象者の基本属性 
事例 性別 年齢 介護度 入所期間 日常生活自立度 
A 女 86 1 1467 日 Ⅱb 
B 女 89 3 34 日 Ⅱb 
表 2． 事例別 Cue の名称とレベル・重みの変化 
事 
例 














4 生活の中    
での楽しみ 
5 信仰 
51  35.5 
100  33.5 
86  22.0 
100   4.0 
 
100   5.0 
77  50.5 
78  17.5 
79  15.5 
100   8.5 
 
100   8.0 
98  20.0 
100  20.5 
100  20.0 
100  20.0  
 











72   5.0 
96  79.0 
92   8.0 
83   4.5 
80   3.5 
85   9.0 
97  61.5 
92  10.5 
98  10.0 
71   9.0 
65   7.0 
78  66.0 
79   10.5 
79   9.0 








図 2．SEIQoL index score の変化 
した。面会後の真の QOL 変化を評価する面会前の回想と
面会後の差分は-14.6 と低下し、見せかけ上の QOL 変化
を評価する面会前と面会後の差分は 1.8 と上昇した。事例
B の面会後の現在から過去を評価する面会前の回想では
面会前より 17.6 減少する Response shift 現象を示した。
面会後の真のQOL変化を評価する面会前の回想と面会後
の差分は 17.5 上昇し、見せかけ上の QOL 変化を評価す
る面会前と面会後の差分は-0.1 と減少した。 
 






基準を常に変化させるため Response shift 現象が生じる。
そのため、A には QOL に影響を及ぼすなんらかの因子が
あったことも考えられる。事例 B では面会前の回想から
面会後の真の QOL 変化は上昇が示された。面会前の回想
と面会後の「家族」の Cue のレベルが面会前の回想が 78、
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